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金属円盤型THz表面波分割器のFDTD解析におけるパワー評価
POWER EVALUATION OF A METAL DISC-TYPE SPLITTER FOR TERAHERTZ SURFACE WAVES





Terahertz (THz) surface wave splitters based on spoof surface plasmon polaritons (SPP) in
metal grating structures are analyzed using the nite-dierence time-domain (FDTD) method.
We investigate a three-dimentional disc-type splitter at separate frequencies of 1.0 and 1.5 THz.
The power propagating in each direction is evaluated using the Poynting vector.
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金属グレーティングからなる 2 方向周波数分割器が 2






















完全導体 [11]として扱う．左側から 1.5 THzを，右側
から 1.0 THzを取り出すため，それぞれのグレーティ
ングの深さを hL = 30 m，hR = 50 mに選択する．
グレーティング部の開き角を L = R = 135，金属部
の開き角を M = 45 とする．その他のパラメータを
r = 80 m，p = 50 m，w = 20 m，dout = 200 m，
din = 480 m，l = 400 mに選ぶ．
径偏光固有モードを幅 din の入力部から+z方向に
入射し，各方向に伝搬するパワーを評価する．円盤上







   EH  ) ds (1)
で計算する．その際，Pradの積分は金属表面から 100
m上部の -面で行い，半径  = 600 mを積分範
囲としている．また，Pref の積分計算は入射平面から










   EH z ) ds (2)
で計算する．その際，半径  = 600 mでの z-面を
積分するが，zの積分範囲は金属表面から Pradを計算
した 100 mまでとする．Pleft;right はそれぞれ，z-
面の左側 180度，右側 180度の積分値である




ングにも界成分が導波している．これは 1.0 THz は
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(a) 1.0 THz (b) 1.5 THz





振しているので，z > 100 mの領域では反射界成分の
みが観察できる．パワー評価から分かるとおり，多く
のパワーが反射している．これは，1.0 THzの径偏光
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